
 

特別活動実践をめぐる 

教職大学院生のオートエスノグラフィ― 

 

宮重 拓歩・藤村 晃成・宮﨑  好治 

 

Autoethnography of a Teaching Graduate Student 
on Extracurricular Activities(Tokubetsu Katsudo) 

 

MIYASHIGE, T., FUJIMURA, K. and MIYAZAKI, Y. 
     
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大分大学教育学部研究紀要 第 45 巻第 2 号 

2024 年 3 月 別刷 

Reprinted From 

RESEARCH BULLETIN OF THE  

FACULTY OF EDUCATION  

OITA UNIVERSITY 

Vol. 45, No. 2, March 2024 

OITA, JAPAN 



大分大学教育学部研究紀要（Res. Bull. Fac. Educ., Oita Univ.） 

 

145 

 

特別活動実践をめぐる 

教職大学院生のオートエスノグラフィ― 
 

宮重 拓歩＊１・藤村 晃成＊２・宮﨑 好治＊３ 

 
 

【要 旨】  本研究の目的は，第一筆者が学卒院生の立場で特別活動実

践を実施するプロセスをオートエスノグラフィーの方法を用いながら記述

することを通して，学卒院生が行う学級経営研究の新たな可能性を探るこ

とである。筆者が研究協力校で行った「クラスフェス」の実践を対象とし

て，得られたフィールドノーツ記録や学級担任へのインタビュー調査など

の質的データを分析し，筆者が配属学級の学級経営に参入し実践すること

がいかなる意味を生じさせていたのかを回顧的に解釈した。その結果，学

卒院生という学級担任と異なる立場であることの葛藤や課題が，筆者自身

の学級経営の実践知の変容に影響を与えていたことが明らかとなり，学卒

院生の立場性を踏まえた上で，学級担任と協働的に行う学級経営の実践研

究の可能性が見出された。 
 
【キーワード】  特別活動 学級経営 オートエスノグラフィー 

 
Ⅰ 問題設定 

 
本研究の目的は，教職大学院生(以下，学卒院生 1))の立場である第一筆者の宮重(以下，筆

者)が特別活動実践を実施するプロセスをオートエスノグラフィーの方法を用いながら記述す

ることを通して，学卒院生が行う学級経営研究の新たな可能性を探ることである。 
学級経営とは，一般的に，その担任教師が学校の教育目標や学級の実態を踏まえて作成した

学級経営の目標・方針に即して，必要な諸条件の整備を行い運営・展開されるものである。昨

今，児童生徒の学習活動や学校生活の基盤としての学級という場を豊かなものとしていくため

に，学級経営の充実を図ることの重要性が指摘されてきている。とりわけ中央教育審議会答申

(2016)の中で，これまで学習指導要領総則においては，小学校においてのみ位置付けられてき

た学級経営の充実を，中学校や高等学校においても位置付けることが重要であるとされた。さ

らには，子どもたちの学習や生活における学級の重要性が，今一度捉え直されたことを受けて， 
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
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特別活動においても学級活動の中心的な意義を踏まえた上で改善を図ることが求められた。こ

うした動向を踏まえて，小学校学習指導要領解説特別活動編(文部科学省 2017)において，学

級経営は，「人間関係形成」「社会参画」「自己実現」という 3 つの視点を持った特別活動を要

として計画され，学級活動における自発的，自治的な活動を中心として，各活動や学校行事を

相互に関連付けながら，その充実を図ることが求められている。 
このような状況をみれば，学級経営に関する実践を積み重ねていくことに加えて，さまざま

な調査研究の試みも不可欠であろう。しかし，学級経営研究においては，学級経営の重要性が

示されてきながらも，体系化された研究領域が存在していないという課題が指摘されている

(上篠ら 2023)。また，特別活動に関する唯一の専門研究誌である日本特別活動学会の『特別

活動研究紀要』の動向を整理した石田(2017)は，特別活動に関する実践研究は，全体の約 2 割

程度であり，実践研究の中でも調査研究は約 1 割に留まっているという論文数の偏りを指摘し

ており，特別活動の研究方法，研究結果や成果の表し方の検討の必要性を提起している。 
さらに，高度な教育実践力を養成する専門職大学院である教職大学院の院生，とりわけ学卒

院生による学級経営の実践を対象とした研究は，ほとんど見られていない。その背景には，教

職経験のない学卒院生が行う学級経営の実践研究にはさまざまな課題があり実施が難しい状況

が考えられる。例えば，教職大学院の実習では「学級担任」として学卒院生が関わることはな

いため，院生の研究関心・実践を配属学級にそのまま持ち込むことはできないという立場から

くる難しさ，実習プログラムや大学院の授業履修の関係で研究協力校への日常的な参入が制限

されるという時間的な制約，そして，学級経営に関する経験・実践知が不足しているため研究

関心に基づいた実践を行うことができないという技術的な課題などが挙げられる。これらは院

生である筆者自身が実習参加してから直面した課題でもある。しかし，これらの実践的課題と

の向き合い方や研究方法の検討を行った研究は未だ十分に行われていない。 
学卒院生は学級経営研究をいかに行っていけばよいのか。院生である筆者から生じた問いが

きっかけとなり，本研究では研究協力校において特別活動実践に取り組んだ筆者自身の経験の

プロセスを対象化して，記述していくことに注目した。そして，その方法として自分自身を対

象として生活や経験の要素である他者との関連性，混乱，感情も含めて批判的に再考する方法

(藤田ら 2013，トニー・E・アダムスら 2022)である，オートエスノグラフィーの方法を用い

た。具体的には，筆者が研究協力校で行った「クラスフェス」の実践を対象として，筆者が配

属学級の学級経営に参画し実践することがいかなる意味を生じさせていたのかを分析する。そ

して，その結果を考察しながら，学卒院生が行う学級経営研究の新たな可能性を探っていく。 
 

Ⅱ 本研究の分析枠組み 
 

ここで，本研究の分析枠組みを「教職大学院の学卒院生」という立場(Ⅱ-1)，「オートエス

ノグラフィー」という方法(Ⅱ-2)，という 2 点から整理しておきたい。 
 
Ⅱ-1 「教職大学院の学卒院生」という立場への着目 

まず，学級経営研究を進めていく際に，学卒院生はどのような立場として学級に関わること

ができるのかを検討する。筆者が在籍する教職大学院では，実習科目として「学校実践実地研

究Ⅰ(1 年後期・120 時間)」「学校実践実地研究Ⅱ(2 年通年・200 時間)」が設定されている。
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この実地研究は，一般的な学部の教育実習とは異なり，配属された実習校に 1 年後期(9 月)か
ら 2 年後期(12 月)まで，基本的に週 1 回の頻度で長期間配属学級に参入し，研究関心に合わせ

た調査だけでなく，教育実践と省察を行うことに大きな特徴がある。また，実習科目と共に省

察科目(「教育実践課題研究Ⅰ・Ⅱ」)が設定されており，実習校内で感じたことを指導教員や

同級生と定期的に共有したり，院生の研究・実践について議論したりできる機会がカリキュラ

ムで位置付けられている。 
先述したように，学級経営を対象とした研究を行う上で学卒院生という立場は多くの課題を

伴うが，その一方で現場の教員や大学研究者とは異なる特別な立場をとりながら学級に参入す

ることができる存在として位置付けることも可能である。 
質的調査では，調査者の立場に着目する重要性が指摘されており，調査フィールドに参入す

る際，「調査者自身」の役割や立場を自覚し，観察場面の人々に自分自身の言動がどのように

影響を与えているのかを記録・分析する方法が取り上げられている(S.B.メリアム 2009)。フ

ィールドワークの方法論を整理した佐藤(2002)は，調査の「参加」と「観察」行為の相対的な

比重と社会的接触の基準から，フィールドワーカーを「完全なる参加者」「観察者としての参

加者」「参加者としての観察者」「完全なる観察者」という４つの役割に分類できることを取り

上げ，フィールドワークを行う中で参加者と観察者のあいだで揺れ動くダイナミックな過程が

あると述べている。また，本山(2004)は，フィールドワークでは「とまどう(思い込みが顕在

化される)」「推測する(素朴な仮説が生成される)」「確認する(自らの解釈を試してみる)」「な

じむ(自らの解釈に確証を得る)」というプロセスがあり，調査者が調査フィールドの中で得た

違和感から問いが生まれていくことを指摘している。 
これらを学卒院生が行う学級経営研究に置きかえて考えると，学級担任ではないという学卒

院生の立場で学級に参入し学級経営の実践を行っていくことは ，参加者↔観察者の立場の流

動的な変化の中で，学級の中での自分の存在や役割がより自覚されるとともに，多くの「とま

どい」や「違和感」を経験することになるだろう。さらに，教職大学院の省察科目で理論的に

省察を行う機会によって，一歩引いた目線で学級の実践や児童を捉えることもできる。つまり，

筆者は，配属学級の一員として，特別活動の実践を行いながらも，観察者として，客観的に配

属学級の状況や実践を振り返ることができる立場であった。このような学校現場の教員や大学

研究者とは異なる学卒院生としての学級経営・特別活動実践の経験を対象化・言語化し，批判

的に再考していくことは，学級経営の意義や役割を新たな視点から考察する可能性をもたらす

ことができるのではないかと考えた。 
 
Ⅱ-2 オートエスノグラフィーという方法への着目 

つぎに，本研究で特別活動実践をめぐる経験を言語化し分析する方法として，「オートエス

ノグラフィー」を採用した理由について説明する。 
オートエスノグラフィーとは，自分の経験を振り返り，「私」がどのように，なぜ，何を感

じたかということを探ることを通して，文化的・社会的文脈の理解を深めることを目指す方法

(井本 2013)である。オートエスノグラフィー研究は，社会学や心理学において，注目を集め

ている質的研究の一つの形態であり，近年では，保育領域や教育領域における研究方法として，

採用されるようになってきた(佐藤 2011，原田 2016)。例えば，佐藤(2011)は，自身の保育経

験を振り返り，分析することで，オートエスノグラフィー研究を行い，保育者が持つ保育性
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(＝保育者特有のものの捉え方や考え方)を明らかにし，保育実践において言語化されなかった

「保育者の『語られなかった』もの」が存在しているとした上で，そのような無意識下の事象

にこそ保育者特有のものの捉え方や考え方が潜在的に存在していると述べている。このように，

オートエスノグラフィー研究は，無意識的・非言語的な営みとして実践が重ねられる教育領域

や保育領域において，研究者の個別的な経験に着目し，研究者自身の経験や葛藤を言語化する

ことで，そこに内在する文化的・社会的理解を深めてきたといえるだろう。 
本研究において示唆的なのは，教職大学院生の実践研究にオートエスノグラフィーの方法を

用いた二宮(2018)，白松ら(2019)の研究である。学卒院生の二宮(2018)は，教師自身の具体的

な実践の語りに着目することを通して，オートエスノグラフィー研究を行い，学卒院生として，

学級活動に関する実践知の変容について明らかにしている。蓄積してきた学級活動に関する実

践記述を量的調査・インタビューを踏まえながら多角的に分析し，自身の学級観や実践知の変

容過程を明らかにしている。そして，オートエスノグラフィーの手法を用いて教師の個別具体

的な実践の語りを分析する重要性を指摘している。 
また，白松ら(2019)は，二宮(2018)を含む大学院生のオートエスノグラフィーの記述からど

のような言語的資源が経験的リアリティを構成しているかを分析し，「学級経営ナラティブ分

析法」を提唱している。それは，教育現場で生成・維持・変容する学級経営の「経験的リアリ

ティ」を解釈＝記述する方法であり，大学院生による学級経営の実践を「単なる実践記録」に

とどめずに，「自己の経験」を対象化し実践を学術的に記述することを可能にする方法である。 
これらの研究からは，「教師がいかに学級に向き合っているか」「学級経営を教師がどのような

ものとして捉えているか」といった自己の経験を対象化し明らかにしていくオートエスノグラ

フィーを用いた学級経営研究が注目されつつあるといえる。そこで本研究では，上記の研究知

見をさらに発展させるために，学卒院生が学級経営研究を行う際の課題や意味付けに焦点を絞

り，筆者が取り組んだ特別活動実践をめぐる経験や学級担任や児童たちとの相互作用を記述し

ながら，学卒院生による学級経営への参画をめぐる意味付けについて検討していきたい。 
 

Ⅲ 調査の概要 
 
Ⅲ-1 研究協力校・配属学級への参入 

筆者が配属された研究協力校及び配属学級は，A 市立 B 小学校 4 年 Y 組である。学級の児

童数は，33 名で，学級担任は，タナカ先生(仮名)である。筆者は，202X 年 9 月の実習開始と

ともに継続的に Y 組に参入した。学級経営や自治的な活動について強い関心を持っていた筆

者は，実習参加にあたって，学級担任のタナカ先生に対して自身の研究関心を説明した。当初

は，Y 組の児童から，筆者が「何かしらの研究をしに来ている，大学院に所属している先生」

として認知されており，佐藤(2002)の類型でいう「参加者としての観察者」と「観察者として

の参加者」の間を揺れ動きながら，主に学級の観察を中心に行う立場であった。しかし，

202X 年 12 月から学級活動(１)を中心に「クラスフェス」という実践に主体的に関わるように

なり，学級経営に携わる「参加者」としての役割を強く意識するようになった。本研究では，

クラスフェスの実践を準備・実施した 202X 年 9 月〜202X +1 年 3 月の期間での経験を分析対

象とする。 
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Ⅲ-2 特別活動実践：「クラスフェス」 
202X 年度の４年生の学年目標は，「One Team」である。Y 組は，非常に落ち着きがある学

級で，男女の仲もよいが，「何か行動したい」という思いを持っているにもかかわらず，前に

立って発信することや行動に移すことが苦手な児童が多い。筆者は，Y 組の良いところはさら

に伸ばしていけるように，また，思い留まっている児童が，自分の思いを表現することの楽し

さやみんなのために行動することの良さを実感できるように，児童たちとの話合い活動を設け

ながら集会活動を実践していこうと考えた。そこで，思いついた活動が，「クラスフェス」で

ある。筆者が Y 組に参入した 202X 年 9 月時点で，すでに 1 学期(7 月)のお楽しみ会が行われ

ており，2 学期(12 月)，3 学期(3 月)にもお楽しみ会が開催される予定であったため，児童たち

には，お楽しみ会は学期末に行われる行事として認識されていた。そのため，筆者が Y 組で

集会活動を行うときに，「お楽しみ会」と呼ぶよりも，「クラスフェス」と名付けた方が，児童

たちも新たなイベントとして取り組みやすいと考えた。 
そして，筆者は，タナカ先生と研究の方向性について協議を行った。具体的には，学級活動

(１)の取り組みとして，クラスフェスを開催していく過程で，学級会などの話合い活動を積極

的に取り入れ，クラスフェスが，一部の児童が主体的に取り組む活動ではなく，学級全体とし

て意識的に活動できるようにしていくことをねらいとした。クラスフェス開催までのスケジュ

ールは表 1，クラスフェスまでの準備やクラスフェス当日に行った活動は表 2 にまとめた。 
 

表 1 クラスフェス開催までのスケジュール 

日付 準備に向けた活動の概要 

10/13 タナカ先生に目指す学級像などをインタビューする。また，4 年部の

学級活動の年間指導計画をもらう。その後，タナカ先生や教職大学院

でのゼミで，研究の方向性について協議を行う。 

11/15 筆者がクラスフェス提案書を作成し，B 小学校の管理職の先生とタナ

カ先生にクラスフェスを実施したい旨を伝え了承を得た。 

12/22 

お楽しみ会が開催された。賑やかな雰囲気だったが，児童たちからは

「もっと友達のことが知りたい」などと声が上がった。筆者は，お楽

しみ会での成果や課題をもとに，クラスフェスという新たな取り組み

をしようと話した。同時に，実行委員を募集したところ，33 名中 10
名が集まった。 

1/13 

学級会の提案理由や話合う柱を実行委員と決めた。クラスフェスの名

前，めあて，取り組みを学級会で話合うことになり，事前にアンケー

トをとった。学級会では，当日する取り組みを中心に話合いすること

になり，名前とめあてはアンケートを集計し，みんなに承認してもら

う形になった。 

1/19 

事前に集約しておくべきだったクラスフェスの名前やめあてが，実行

委員の中で，話合いを十分に行えていない状況であった。すぐに実行

委員で話合いをして名前とめあてを決めた。それから，筆者は教室の

背面黒板に，実行委員会で話合ったことなどについて，伝言メモを残

すようになった。 

1/20 
クラスフェスに向けた学級会が開催された。クラスフェスに向けて，

名前やめあて，取り組みが決まりクラス全員で準備に取り掛かり始め

た。 
2/9 クラスフェスが開催され，盛大な盛り上がりを見せていた。 
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表 2 クラスフェスの準備段階や当日に行った活動 

児童の活動 概要 

招待状作り 管理職の先生らに向けてクラスフェスの招待状を作成し

た。 

教室の飾り付け クラスフェスに向けて，折り紙を使って，輪つなぎなど

を作成し，教室の装飾を行った。 
看板・ポスター 

作り 
クラスフェスを宣伝するために，教室内と廊下に見える

ように看板とポスターを掲示した。 

プログラム作り クラスフェスの流れを，実行委員と話合い，プログラム

を作成した。 

「みんなで 
絵を描こう」 
「心を一つに 
なぞなぞ」 

学級会で決まったクラスフェス当日の活動である。 
「みんなで絵を描こう」は，「Y 組だけの町を作ろう」が

お題となり，2 人ずつ順番で模造紙に絵を描いて，一つの

絵を完成させた。「心を一つになぞなぞ」は，Y 組に関す

るクイズが出題され，クラス全員で答えを合わせるとい

うものである。それぞれの企画・運営は，実行委員 10 名

で分担した。 

盛り上げ隊 

学級会中には意見として出てこなかったが，後日，実行

委員を中心に，クラスフェスを盛り上げるために，ダン

スを披露したいとのアイデアが出た。当日クラスの有志

が集まって，サプライズでダンスを披露した。 
 
Ⅲ-3 本研究の分析方法 

本研究の分析方法として，トニー・E・アダムスら(2022)によるオートエスノグラフィーの

枠組みを参考にした２)。具体的な手続きは，まず，B 小学校 4 年 Y 組の学級に参画して筆者が

経験した出来事や観察記録，学級担任・児童との相互作用に関する気付きなどをフィールドノ

ーツとして継続的に細かく記録していった。つぎに，クラスフェスの企画から準備，実施まで

の期間におけるフィールドノーツ記録を再整理する作業を教職大学院の省察科目のゼミで行っ

た。筆者と教職大学院の指導教員(第二筆者の藤村，第三筆者の宮﨑)とのやりとりを通して，

教職大学院生の立場で特別活動実践を実施したプロセスで重要となるエピソードを抽出し，そ

の意味付けについて検討を行った。本研究の分析で用いるデータは，筆者が記録したフィール

ドノーツに加え，タナカ先生に対するインタビュー調査や教職大学院における指導教員とのや

りとりを記録したものも対象とする３)。 
 

Ⅳ 学級担任と異なる立場で Y 組の特別活動実践を立ち上げることの意味 
 
Ⅳ-1 自治的な活動に対する筆者の葛藤とタナカ先生との Y 組に対する思いの共有 

筆者は，自治的な活動に関心を持ち，「児童たちの『自治』はどのように担保されるのか」

という疑問を持ちながら，教職大学院に進学した。9 月の実習開始までは，自治的な活動に関

する文献調査を進めていた。実習開始当初，Y 組では，すでに学年で統一された方法で当番活

動や係活動が行われていた。一見，係活動と当番活動が混同されている状態とも捉えることが

できたが，Y 組では，定期的に，クイズを出す児童，学校生活において守って欲しいルールを

ポスターにして掲示する児童，折り紙を作って教室を彩る児童など，自発的に行動する児童が

いた。児童たちは，「◯◯係」のように，何かの名前を持って活動しているわけではなく，興
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味や関心の近い同志が集まって，みんなを楽しませるために活動をしていた。タナカ先生は，

係活動や当番活動を，「学年で統一するというルールはあるが，児童たちの『やりたい』が出

てきた時には，できるだけ認めてあげたい」と話し，係活動と当番活動のどちらも大切にして

いた。タナカ先生の実践を観察しながら筆者は，Y 組のように，係活動と当番活動の在り方を

表面的に捉えるのではなく，児童たちの「やりたい」を柔軟に認めていくことが，自治的な活

動を創出・促進させていくのではないかと考えるようになった。 
しかし，ここで，筆者の中で，いくつかの迷いが生じることになる。1 つ目は，児童たちの

「やりたい」は突発的に出てくるものであって，学級担任ではない筆者，ましてや週に１回し

か学級に参入しない筆者にとっては，その様子を捉えることが難しい上に，「やりたい」を認

めてあげることも容易ではないということである。2 つ目は，実習開始までは，「特別活動の

実践がしたい」と意気込んではいたものの，いざ実際に教室に入ってみると，そもそも教壇に

立って，特別活動実践を行った経験がなかったため，自分が実践をしていくイメージが持てな

かったということである。この状況に対して筆者は，Y 組の児童たちにとって，また，筆者自

身の研究関心に合わせて，どのような実践をしていけばよいか悩んでいたといえるだろう。 
そこで筆者がとった行動は，タナカ先生の学級経営に対する考えを理解するためのインタビ

ューの機会を設定し，自身の実践に対する思いや悩みを共有することだった。次に示すのは，

筆者とタナカ先生とのやりとりの中で，タナカ先生が学級経営で大切にされていることを尋ね

ることに加えて，何か実践のヒントを見つけたいという思いで，タナカ先生と筆者の研究関心

などについて語り合っている場面である。 
 

宮重：タナカ先生がクラスと関わるときに，大切にされていることを教えてくだ

さい。 
タナカ先生：まずは，児童たちが自分たちで動けるように見通しを持たせたいで

すね。そして，誰もが安心できる温かい雰囲気を作りたいですね。 
宮重：児童たちが考えていることとか，やりたいことってどんな風に受け止めら

れているんですか。 
タナカ先生：自分たちが考えてきたことは，いろいろ難しいこととか，うまくで

きないこととかあるけど，とりあえずやらせてみたいってのは思っています。

制約の多い中で，(児童たちは)できることを考えてやっているので，大切にして

あげたいと思っています。 
宮重：自治的な活動をしていく中で，難しいことってありますか。 
タナカ先生：Y 組の子たちは，すごくアイデアを持っている子が多いと思ってい

て。でも，進め方だったり，とかもやっぱり上手くない時があって。(経験がな

い分)どうやっていいか，わからないところもあるから，一緒に入って流れを作

ってあげたりとかも。 
宮重：思いはあるんだけど，なかなか行動できずに，もどかしさを感じている児

童がいるなというのは，すごく感じています。もしかしたら，恥ずかしさから

か，経験がないからか，わからないんですけど，行動に移せないのかな。でも，

内に秘めている子とか，しっかり考えている子とか，多いですもんね。 
(202X 年 10 月 13 日) 
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この場面で筆者は，タナカ先生の Y 組に対する思いや Y 組における自治的な活動の良さや

課題を受け入れようとしていたことがわかる。また，「すごくアイデアを持っている子」や

「内に秘めている子とか，しっかり考えている子」が Y 組の児童に多いことを，タナカ先生

と筆者で共通して捉えていることがわかり，タナカ先生が語る「誰もが安心できる温かい雰囲

気」「(児童に)とりあえずやらせてみたい」という学級経営観に触れることができた。このよ

うなやりとりができたため，どのように実践をしていこうか迷いが生じているということをタ

ナカ先生に伝えた。 
 

宮重：Y 組さんの一人一人が，クラスをよくしていきたいっていう思いをしっか

り持っている良さもあると思うんですけど，だからこそ，自己表現というか，

もっと自信を持って行動してほしいって思うんです。でも，自分(宮重)が週に 1
回しか来れないので，そこをどう関わっていくか，実践していくか悩んでいま

す。 
タナカ先生：なるほど。でも，先生が思うように児童たちに接してもらっていい

し，やりたいこととかあれば，気軽に遠慮なく言ってね，サポートするよ。 
(202X 年 10 月 13 日) 

 
「もっと自信を持って行動してほしい」という筆者の Y 組に対する思いを伝えた後，タナ

カ先生から，これから先の学級活動の取り組みがわかった方が，計画が立てやすくなるだろう

ということで，4 年部の学級活動に関する年間指導計画を共有してもらった。その年間指導計

画を教職大学院に持ち帰り，研究の方向性について，ゼミで協議を行った。すると，集会活動

(クラスフェス)を開催していく過程で，話合い活動などに関わっていき，学級文化を構成して

いくことが，筆者が Y 組に参画していくことになるのではないかという結論になった。した

がって，クラスフェスという実践は，「自分がやりたいから」という理由で無理に組み込むこ

とがないように，学年や学級の風土を大切にしつつ，「どのような思いでクラスフェスをする

か」について，タナカ先生や教職大学院でのゼミで協議しながら，実践につなげていった。 
タナカ先生とのやりとりをきっかけにして，これまで児童たちが筆者に対して，「やりたい」

と言ってきたことに対して，「一応，タナカ先生に聞いてみる？」と逃げの姿勢をとっていた

筆者が，「いいね。他の人も誘ってみたら？」「絶対面白いからやってみよう」と後押しする

「Y 組の参加者」としての姿勢を取ることができるようになった。 
 
Ⅳ-2 クラスフェスが Y 組みんなのものになっていくプロセス 

クラスフェスの企画を中心的に進めていく実行委員の児童は，3 名程度にする予定だったが，

結果的に 10 名集まった。想定より多い気もしたが，希望者の中には，日頃，前に出て意見を

言うことが少ない児童も複数名おり，児童たちにとって，良い機会になればと思い，全員を実

行委員にすることにした。実行委員になった児童たちには，やるからには責任を持って，最後

までやり切ることを約束事として共有した。 
実行委員会では，「クラスフェスを宣伝するポスターを作りたい」「教室の飾り付けをしよう」

「校長先生たちに招待状を渡したい」など，豊富なアイデアが出てきており，クラスにも共有

されていた。しかし，実行委員は，学級会などに向けて，それぞれの役割を全うしている様子
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ではあったが，実行委員ではない児童たちが，準備などになかなか参加できていない状況が続

いた。「One Team」になるという目標でやっているクラスフェスが，このままだと実行委員

の 1 人演技になってしまいそうだと感じていた。そこで，筆者は，実行委員に対して，実行委

員会で出たアイデアを，クラスのみんなで役割分担して取り組むと，みんなが何らかの方法で

当日だけではなくて，準備の段階からクラスフェスに参加できるのではないかと助言をした。

すると，実行委員が中心となって，クラスに呼びかけ，準備に参加してくれる人が増え，クラ

スフェスの取り組みが，実行委員だけのものではなく，クラス全体へと広がっていった。 
タナカ先生には，実習日の放課後にその日の様子などについて話す時間をとってもらい，実

行委員とのやりとりなどは，できるだけ詳細に共有するようにしていた。タナカ先生からも，

実習日以外の日のクラスの状況や学級内の人間関係について詳しく教えてもらっていた。次に

示すのは，Y 組の児童たちと協働的にクラスフェスを作り上げていく過程で，クラスフェスの

実行委員や役割分担をめぐるタナカ先生と筆者のやりとりの場面である。 
 

宮重：今日も，実行委員会で，みんなで準備するには，どうしたらいいんだろう

っていう話になったんですけど，〇〇さん(実行委員の児童)が，できるだけみん

なで準備したいから，苦手な子にも何かできることを探してあげたいって言っ

たんです。 
タナカ先生：そっか〜，いいこと言うね。これまでは，お楽しみ会とかする時は，

みんなで準備はするようにしていたけど，どうしても参加することが苦手だっ

たり，何をしていいかわからないとかで，傍観するような子がいたと思うんよ

ね。でも，今回のクラスフェスみたいに，全員で「One Team」になるっていう

目標を決めたからこそ，役割分担を児童たちが主体となって考えることができ

て，全員がクラスフェスの活動に参加できたんじゃないかな。安心して，どん

な形でも参加できる風土を児童たちが作ることができるって素敵だなと思うし，

傍観者がいなくなったのがいいよね。 

(202X +1 年 1 月 26 日) 

 
筆者がクラスフェスに取り組む児童の様子を共有すると，タナカ先生はこれまで Y 組でお

楽しみ会を開催していく際に，「傍観者」として振る舞う児童が一定数いたことを振り返って

いた。そして，クラスフェスを通して，参加することが苦手な児童でも，何らかの形で参加で

きたということ，しかもそれは，教師が参加を促すのではなく，積極的に活動している児童が，

傍観している児童とつながりを持っていくことで実現していると実感したという。それは「安

心してどんな形でも参加できる風土を児童たちが作る」というタナカ先生自身が目指す学級経

営の方向性を再認識するものであった。 
このように，筆者がクラスフェスの実践を立ち上げたプロセスを追っていくと，葛藤を抱え

た筆者が学級担任のタナカ先生と積極的に対話を重ね，お互いの児童の捉え方・学級経営観を

言語化していくきっかけになっていたことが明らかになった。 
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Ⅴ 学級担任と異なる立場で Y 組の児童と特別活動実践を行うことの意味 

 
クラスフェス当日に向けた準備を進めていく中で，週１回の頻度でしか実習参加することが

できない筆者の時間的制約によって新たな葛藤が生じた。筆者は，Y 組に参画するようになり，

継続的に観察を続けてきたつもりではいたが，１週間後に学級の様子を観察すると，新たな学

級の決まり事などができていることもしばしば経験した。ゆえに，筆者が知り得ないところで，

学級文化が変化していることや活動の様子が見えないことが，必然的に生まれていた。また，

実習日の中で，実行委員と話すことができる時間が，昼休みと放課後のそれぞれ 15 分ずつし

かなかった。学級会の準備などもあったため，実行委員と決めないといけないことはたくさん

あったが，時間内に決まらないことも多かった。 
こうした時間的制約がある中で，実行委員の児童たちとで話合って決めておくと約束したこ

とも，以下の場面のようにしばしば忘れ去られることがあった。 
 

宮重：あれ，(明日の学級会の)提案理由の案とか，決まってる？あと，(Y 組の)み
んなに，クラスフェスの名前とめあてを何にしたいか，アンケートとった？ 

実行委員たち：アンケートはとったよ。でも，まだ，(名前とめあては)決まって

なくて…。忘れとった。何を決めればいいかわからなくなった。 
(202X +1 年 1 月 19 日) 

 
１週間も空けば，自分たちで決めたことやらないといけないことを忘れてしまうことは，仕

方のないことだと思いつつ，当日に向けて準備が進まないことに対して筆者は少しずつ焦り始

めていた。タナカ先生には，実行委員会で決まったことやこれから決めないといけないことは，

事前にある程度共有していたため，筆者は，クラスフェスの取り組みをめぐり，どのように Y
組のみんなや実行委員とタナカ先生が関わっているのかを尋ねるようにしていた。 
 

宮重：クラスフェスの準備とか，指導・助言できないことが多くて，申し訳ない

です。先生は，クラスフェスに関して，Y 組に伝えていることはありますか？ 
タナカ先生：あえて，児童たち，特に実行委員には，クラスフェスの準備とかに

対しては，口出しはしていないんよね。準備進めなくていいんかなって思う時

はあるけど。(宮重)先生のクラスフェスにかける思いもあるだろうし，児童たち

が(決めたこと，決めないといけないことに対して)，どう動くかっていうのを楽

しみにしているところはあるかな。 
(202X +1 年 1 月 19 日) 

 
タナカ先生は，筆者のクラスフェスに対する思いを汲み取った上で，児童たちに「あえて」

口出しをせずに，「どう動くか」を「楽しみ」ながら見守っている状況だった。筆者は，クラ

スフェスを通して，Y 組のみんなに，「自信を持って行動することの良さや楽しさを感じてほ

しい」という思いを持っており，筆者が学級にいない状況でも，実行委員やクラスで，なんと

かして，クラスフェスを作り上げてほしいと思っていた。毎週，どこまで準備が進んだかとワ
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クワクしながら，Y 組の実習に向かっていた。一方で，筆者は週に１回しか児童たちと関わる

ことができない。自治的に活動してほしいという思いとクラスフェスに向けてやるべきことを

指示して間に合うようにしなければならないという思いの間で葛藤し焦るようになっていた。 
そこで筆者がとった行動は，筆者の立場をあえて児童たちに明確に伝えることで自治的に活

動するきっかけを作ることだった。次に示すのは，クラスフェスの準備が間に合わないかもし

れない状況になり，学卒院生としての筆者の立場を，はっきりと児童たちに伝えた場面である。 
 

宮重：何をすれば良いのかわからないなりに，たくさん実行委員の仕事をしてく

れてありがとう。でもな，先生が Y 組に来て，みんなと話せるのは，週に１回

なんよ。これは，もうどうしようもできんことなんよな。できれば，毎日みん

なと準備もしたいんだけど，大学に行かないといけないからね。本当にごめん

な。でも，前にも言ったけど，先生がいない中でも，限られた時間で，『自分た

ちが何をせんといかんのか』とか，『どうやって意見をまとめるか』とか，自分

たちで考えておかんと，クラスフェスで「One Team」になることは難しいんじ

ゃないかな。みんなには，自分たちで考える力あると思うんよな。先生もみん

ながわかるように，黒板にメモを残すようにするから，それ見ながら自分たち

で話合って決めたり，準備したりしてみらん？ 
実行委員の一人：これからは，自分がちゃんとみんなに呼びかけて，先生いない

中でも，準備進めようと思うし，クラスのみんなにも呼びかけるようにしよう。 

(202X +1 年 1 月 19 日) 

 
この場面では，筆者は，みんなと話せるのは週に１回だけであることを説明しながら，先生

がいない中でも限られた時間で，自分たちができることを考えてほしいことを伝えていた。そ

して，筆者は，実行委員に向けて，教室の背面黒板にクラスフェスの準備に関するメッセージ

を伝える伝言メモを掲示するようにした。これは，実行委員の「何を決めればいいかわからな

くなった」と言った困りに対応するためでもあるが，タナカ先生にも，クラスフェスの取り組

みの状況を伝えるために作成していた。翌週，Y 組に行くと，筆者と決めたこと以上のことを

実行委員同士で話合い，クラスフェスの準備が着々と進んでいた。筆者が実行委員に筆者の立

場を明確に伝えた後の Y 組の動きを見ると，筆者がいないことが，実行委員の児童たちにと

っては「クラスのみんなにも呼びかけるようにしよう」という意識につながり，実行委員とク

ラスみんなで話合って，クラスフェスの取り組みが展開されるようになったのである。筆者が

週に 1 回という，部分的にしか学級に参画できなかった立場だったことがむしろ，児童たちが

自分たちで考えて，行動するきっかけになっていたことに気付いた。それはタナカ先生との以

下のやりとりでも実感した。 
 

宮重：週に１回しか来れないから，みんなで声を掛け合おうねって，自分のわが

ままを実行委員にぶつけてしまったかなっていう後悔はあるんですけど，その

後，実行委員さんとクラスはどんな感じですか。 
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タナカ先生：いやいや。もともと全く仕事をしていなかったわけではなかったん

よね。どうしようって悩みながら，頑張ってたところも見てたしね。あと，行

事もあったし，忙しかったのもあると思うんだけどね。だけど，だんだんと，

みんなで声をかけて，教室の飾りもゲームの準備もしていたよ。先生がいない

うちにできることをやろうって，すごく毎週意気込んで頑張っていたよ。 

(202X +1 年 2 月 2 日) 

 
 実行委員が中心となって準備が進められ，クラスフェス当日を迎えることができた。クラス

フェスが終わった後も，クラスフェスの２回目や学年全体を巻き込んだ「学年フェス」の実践

へとつながった。クラスフェスは筆者が持ち込んで立ち上げた活動であったが，児童たちが自

分たちのクラスをより良くするための活動に主体的に動く姿が見られるようになった。筆者自

身にとっても，クラスフェスの活動があったことで，タナカ先生や児童たちと思いをすり合わ

せながら学級に参入することができ，Y 組の一員になることができたと感じるようになった。 
 

Ⅵ 考察と展望 
 

本研究では，筆者が研究協力校で行ったクラスフェスの実践における自己の経験に着目し，

配属学級の学級経営に参画し実践することがいかなる意味を持っていたのかを回顧的に解釈し

た。Y 組に参画していた当時は，筆者が学級内で果たしている役割などについて考える機会は

なかった。しかし，オートエスノグラフィー研究を通して，蓄積してきたフィールドノーツな

どを再帰的に振り返ってみると，筆者が経験してきた葛藤や課題が明らかになると同時に，学

卒院生という学級担任と異なる立場であることの葛藤や課題を，Y 組の学級担任や児童との対

話を通して乗り越えてきたことがわかった。 
このような経験は，筆者自身の学級経営の実践知の変容にもつながった。「学級経営は学級

担任１人だけが責任を持って行う」というイメージが強かった筆者にとって，タナカ先生と一

緒に，学級や児童たちのことについて話したり，教職大学院で特別活動実践をめぐる省察を深

めたりすることで，学卒院生という立場でも，学級文化の構成に関わることができるという捉

え方ができるようになった。また，Y 組に配属される際に抱いていた「児童たちの『自治』を

どのように担保するか」という問いに対して，児童たちが行う自治的な活動においては，教師

が詳細に指示をするのではなく，教師は部分的に関わりながら，活動を調整したり，促進した

りする役割を果たすことも重要であると気付くことができた。 
本研究から見出すことができる学卒院生が行う学級経営研究の意義として２点が挙げられる。

1 つ目は，オートエスノグラフィー研究が，学卒院生が行う実践研究の有効な方法となること

である。先述したように，教職経験のない学卒院生がさまざまな要素が複合的に関連する学級

経営に研究・実践的に関わることは難しく葛藤や課題がある。しかし本研究で明らかにしてき

たように，学卒院生による学級に参画する自己の経験を対象とし，学級経営の実践に関わる教

師や児童といったさまざまな他者との相互作用を記述していくことで，実習参加の単なる記録

だけでは見落としていた学級経営に関する気付きや実践知の変容を言語化することができた。

これは教職大学院修了後に学校現場に出ていくための重要な知見にすることもできるだろう。
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たしかに，オートエスノグラフィー研究には限界があり，「私」という主観が入り込むことが

非科学的であるという批判や，自己中心的な記述になりがちであるというデータの信頼性に関

する問題が指摘されている。しかし，それらの問題を乗り越えるために，研究者が単独で経験

を反省していくのではなく，フィールドや研究を共にする周囲の人々と共同して行うことが必

要であると述べられており(原田 2013，土元・サトウ 2022)，教職大学院には，省察科目がカ

リキュラム上に位置付けられ，学卒院生自身の経験を複数の人々で省察していく環境がある。

第一筆者は研究協力学級に参画するなかで日常的に葛藤や困難を経験していた。その経験を教

職大学院での省察ゼミで積極的に言語化して共有するようにしていた。そして，研究者教員で

ある第二筆者（藤村）から研究的な視点でのフィードバック，実務家教員である第三筆者（宮

﨑）からは学級経営の実践的視点でのフィードバック・アイデアをもらうことで，学級で直面

した課題や悩みがどのような意味を持つのかを多角的に内省することができた。本研究の問い

が生起したのは，この機会があったからである。また，研究協力校での実践を考えていく際に，

教職大学院に所属する現職院生に相談する機会も得た。このように，多様な立場の他者と省察

しながら自身の経験を意味付けることができるのが教職大学院の利点であり，このようなやり

とりを 1 つの研究プロセスとして記述・分析する最適な方法だったのがオートエスノグラフィ

ーの方法であったのである。つまり，対話的に自己の実践・経験を振り返る他者の存在が欠か

せない教職大学院の研究・実習体系とオートエスノグラフィーの方法は非常に相性が良いとい

える。 
2 つ目は，学級担任と協働的に関わりながら行う学級経営研究の可能性である。本研究では，

学卒院生という元々外部的存在であった筆者が，タナカ先生と学級について協働的に見つめて

いき，タナカ先生の学級経営観を共有しながら実践を行う可能性を見出すことができた。

2022 年度から小学校高学年における教科担任制が全国的に導入され，複数の教員と協働した

学級集団の形成と指導がより求められていることなどを踏まえると(藤井 2023)，今後の学級

経営に学級担任だけでなく多様な人々が関わるようになることが予測される。そう考えると，

学卒院生は，学級経営の補助的な役割や担任教師が持つ自身の学級経営の在り方を再認識した

り更新したりする重要な存在にもなりうる。つまり，学卒院生が学級担任と協働的に関わりな

がら行う学級経営研究は，研究協力校に対するさまざまな貢献をもたらす可能性がある。 
今後の実践研究の課題と展望は 2 つ挙げられる。1 つ目は，クラスフェスの継続性を見つめ

ていくということである。本研究では，教職大学院での実習１年目の実践について論じてきた。

実習 2 年目である 202X +1 年 4 月からは，児童たちが進級し，クラスフェスを経験した児童

と経験していない児童がクラス替えによって，新たな学級担任や仲間を迎え，学級文化を構成

している。そこで，4 年時に行ったクラスフェスの経験が，どのようにつながっているのかに

ついて，さらに調査・研究していくことが求められる。2 点目は，本研究では，筆者自身の経

験を対象としたが，学級経営を行っている担任教師を対象として，筆者の Y 組への参画には

いかなる意味があったのか，そして，担任教師自身の学級経営に対する捉え方や考え方は，い

かに変容したかについて明らかにすることも必要になるだろう。これら 2 つについての分析は，

改めて別稿で論じていきたい。 
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附記 
 本研究は，日本子ども社会学会第 29 回大会(2023 年 6 月)にて報告した「学級経営研究に取

り組んだ学卒院生のオートエスノグラフィー：特別活動への参画を通じて学級の一員となって

いく私」を基に，第一筆者の宮重と第二筆者の藤村，第三筆者の宮﨑の 3 名が協議を行った上

で，内容の加筆修正を行ったものである。 
謝辞 

本研究の執筆にあたり，研究の趣旨をご理解いただき，快く引き受けてくださった B 小学

校の先生方や児童の皆様に感謝の意を表します。 
 
 

注 
 
１)  教職大学院の院生は，教職経験を有する現職院生と学部から進学した学部卒院生(学卒院生)で

主に構成されるが，本研究では学卒院生に限定して論じる。 
２)  トニー・E・アダムスら(2022)は，オートエスノグラフィーに共通する枠組みとして，(1)研究

や記述において個人的な経験を重視する，(2)意味が作られるプロセスを描き出す，(3)再帰性

(省察性)を用い，示す，(4)文化的な現象/経験の内部者としての知識を描き出す，(5)文化的な

規範や経験，実践を記述し，批判的に論じる，(6)聴衆からの応答を求める，の 6 つを挙げて

いる。本研究では，研究協力校の学級経営に参画した個人的な経験に着目し，筆者の実践にど

のような意味付けが生じたのかを記述することにした。また，その際には，教職大学院教員と

の省察科目のゼミの機会を活用した。 
３)  本研究におけるデータの取扱いについては ，大分大学教育学部研究倫理審査委員会において，

調査倫理上問題がないことの承認を得ている(2023 年 1 月)。また，本稿で取り上げるドキュ

メント等のデータは，匿名化の処理を行っており，研究協力校の確認の上で掲載許可を得たも

のを使用している。 
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Autoethnography of a Teaching Graduate Student 

on Extracurricular Activities (Tokubetsu Katsudo) 
 

MIYASHIGE, T., FUJIMURA, K. and MIYAZAKI, Y. 
 
 

Abstract 
 

The purpose of this study is to explore new possibilities for 
classroom management research conducted by a teaching graduate 
student through the use of autoethnography methods on the author's 
process of implementing extracurricular activities from the perspective 
of a teaching graduate student. The author analysed qualitative data 
such as field notes and interviews with classroom teachers obtained 
from the 'Classfest',which was conducted at a cooperating school, and 
they retrospectively interpreted what meaning was generated by the 
author's participation and practice in the classroom management of the 
assigned class. As a result,it became clear that the conflicts and 
challenges of being a teaching graduate student in a different position 
from the classroom teacher not only transformed the author's own 
practical knowledge of classroom management,but also influenced the 
classroom teacher's view of classroom management and the children's 
attitude towards autonomous activities. The possibility of conducting 
practical research on classroom management in collaboration with 
classroom teachers, based on the positional nature of graduate students, 
was identified. 

 
【Key words】  Extracurricular Activities  (Tokubetsu Katsudo)，  
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